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平成21年度技術部研修会
研修企画実施委員会
工学部技術部職員を対象とした二回目となる技術部主催 「技術部研修会」が、総務部人事労務
課のご協力を得て9月16日 〔水)に 産学連携本部3階研修室で開催 された。
技術職員が、 「大学の教育 ・研究にどのように関わりを持ち,社会 ・地域にどのように貢献し
ていくか」に関し、講演を通して技術職員としての意識改革を促すことを目的として企画 した.
今回は 『機械工学分野に関連 したシス
テム制御を科学技術の観点から 「自動制
御の応用例紹介」、また日本のイノベー
ションを支えるモノつくり・高い技術力
の中小企業経営者による 「中小企業の現
状と展望」』をテーマにお二人に講演 し
ていただいた。また午後からは、「職場
の安全衛生管理」と題 して専門講義が行
われた。
この研修により、課題等の解決力や技
術開発能力 ・技術力を高め、今後の組織
業務の検討に資すると同時に高度技術者としての資質と技術の向上を図る。
研修内容と時間配分は以下のようである.
(日程表)
時 間
9:15
9:20～9:30
9:30～10:40
10:40～IO:50
lo:50～12:00
13:30～14:00
14;05
研 修 内 容
研修会開会
技術部長挨拶
特別講演①
「自動制御の応用例紹介」
休憩
特別講演②
「中小企業の現状と展望」
休憩
専門講義
「職場の安全衛生管理」
研修会終了
講 師 等
技術部長 鈴木敏男
福井大学 大学院工学研究科〆機械工学専攻
准教授 川谷 亮治
㈱西村金属
専務取締役 西村 憲治 氏
総務人事労務課
専門職員(安全衛生)山 田 正一
一57一
当日の参加者は28名(技術部:26名、人事労務課:2名)で 実施された。 先ず、鈴木敏男
技術部長(大学院工学研究科長)が、工学部 ・工学研究科の教育研究を進めるうえで、技術部に
はこれまで以上の努力が必要であると述べられた。軸 も一 　 電晒 　 r蝉㌘　
引き続いて・本大学の大学院工鶉 鼎 機械工'～ 毫 一
学専攻准教授 川谷亮治先生による 『特別講演①.・
「自動制御の応用例紹介」』に移った.講演の目標
として 「自動制御(フ ー ドバック制御)と は?・
自動制御により具体的に何ができるのか?」が掲
げられ、応用事例として 「磁気浮上系 ・倒立振子
系・柔軟アーム振動系・自律移動型移動ロボット」
について講演された。基本となるフー ドバック制
御に関しては、手動で行っている作業を自動へ置
き換えることの経験に基づく学習と、相手を知る
ことの重要さを述べられた。さらに、自動制御の
事例を紹介 しながら、現代社会に欠かすことので
きない重要な工学分野であると結ばれた。
休憩をはさんで、㈱西村金属専務取締役 西村
憲治氏による 『特別講演② 「中小企業の現状と展
望」』と題 して講演が行われた。会社の概要説明後、
眼鏡業界の現状から 「・いかに生き残れるか ・業
界の問題点等」を話された.そ して、webサイ ト
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を立ち上げてネット営業を始めたこと、眼鏡業界L_,'
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を決 めてい くことの難 しさと ともに、社員 の意識
改革 が必要 で あった こ とを述 べ られ た。最後 に、
広い分野 の知識 を持 った 「トー タルサ プライ ヤー」
搬 欝 後の中小企業の生き朧 である 高 、
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安全衛生管理体制、委員会等の話から入り、具体的な職場巡視での点検項目について、そして各
種健康診断の実施へと進んでいった。最後に、安全衛生の目的達成には一人一人が高い意識を持
つことが大切であるとまとめた。
当初、午後からは施設見学 〔信越化学工業㈱武生工場)を予定していたが、折からの新型イン
フルエンザ関連で中止となった。研修会終了後アンケー トをとり、受講者の意見を取りまとめた。
今後の研修会開催での資料とします。この研修にご協力いただいた関係諸氏にお礼申し上げます.
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